
1. 香典の包み方
　正式な包み方は右の図の通りですが、
最近は市販されている不祝儀袋を利用す
るケースもあります。香典の額に見合う不
祝儀袋を選ぶようにしましょう。5,000円まで
なら印刷された水引の袋でもよいでしょう。

2. 香典の表書きと渡し方
　表書きは宗派によって異なります。「御霊前」は、どの宗派でも使える
ので無難です。自分の名前は筆ペンか筆で、薄墨で書きます。ボール
ペンや万年筆は避けましょう。香典を渡す場合は、受付で表書きを相手
の方に向けて、「このたびはご愁傷様です」と言って渡します。その際
には、両手を添えて差し出します。

3. 金額の目安
　生前の故人との関係や、社会的地位、
年齢などを考慮して決めます。地方に
よっても相場は異なります。友人・知人・
親族などは10,000円、5,000円が多いよう
です。

香典の正式な包み方

表書きの例

①中包みをや
　や下寄りに
　置き1、2
　の順に折る

①台つきふくさはツメを左にして、
　中央に香典袋を表向きに置く

②右側からたたむ ③下、上の順にたたむ ④左側を折って端を裏側に回し、
　ツメを止める

2009年 くらしの友「香典に関する調査」の最多回答
金額ならびに平均金額を目安の参考にしています。

贈り先 金　額

友人やその家族 5,000 円～10,000 円

隣近所の方 3,000 円～ 5,000 円

職場関係 5,000 円～10,000 円

叔父・叔母 10,000 円～20,000 円

祖父母 10,000 円～30,000 円

兄弟・姉妹 10,000 円～50,000 円

●表包み

御霊前／御香典
御香料

御玉串料／御榊料
御神饌料

御花料／御ミサ料※
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②3、4の順に折る ④水引をかける
③下の折の上に、
　上の折が重なる

ふくさの包み方（香典はむき出しで出すことのないよう、必ずふくさに包んでおきます）

ご葬儀マナーご葬儀マナー

受付では、表書きを
相手に向けて差し出します

香典とは「香奠」と書き、霊前に香を供えるという意味があります。
現代では香の代わりに現金を包むのが一般的です。包む金額に決まりはありませんが、

故人との生前の関係などを考慮して包むようにしましょう。

24時間365日対応葬儀のご手配、事前のご相談葬儀のご手配、事前のご相談

葬儀支援サービスの内容や全国の加盟葬儀社・斎場が
検索できます。http://www.gishiki.co.jp

0120-421-493

●制度運営会社　㈱全国儀式サービスのホームページ ●スマホ・携帯版ホームページもあります！

ユーザー名：gishiki
パスワード：members

日産労連の「葬儀共済」
「葬儀共済」とは、万一の際に、全国共通の葬儀の基本セットを低廉かつ明瞭な金額で
ご提供し、電話1本で全国の加盟葬儀社をご紹介させていただく制度です。
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▶▶ 香典の贈り方▶▶ 香典の贈り方



立ち焼香の場合

回し焼香の場合

※同宗派でも回数が異なる場合があります。

宗　派 焼香の回数

天台宗 1 ～3 回

真言宗 3 回

浄土宗 1 ～3 回

浄土真宗本願寺派 押しいただかずに、1 回

真宗大谷派 押しいただかずに、2 回

臨済宗 1 回

曹洞宗 1 回目は押しいただき、2 回目はそのまま落とす

日蓮宗 とくに決まりはないが、3 回が多い

ご葬儀マナーご葬儀マナー

宗派による焼香回数の違い

僧侶の読経が始まると、遺族や親族に続いて参列者が焼香を行います。
順番が来たら祭壇に進み出て、故人に対して一礼、そして遺族に一礼してから焼香を行うのがマナーです。

焼香の方法　参列者は自身の宗派の作法で、気持ちを込めて行いましょう。

24時間365日対応葬儀のご手配、事前のご相談葬儀のご手配、事前のご相談

葬儀支援サービスの内容や全国の加盟葬儀社・斎場が
検索できます。http://www.gishiki.co.jp

0120-421-493

●制度運営会社　㈱全国儀式サービスのホームページ ●スマホ・携帯版ホームページもあります！

ユーザー名：gishiki
パスワード：members

日産労連の「葬儀共済」
「葬儀共済」とは、万一の際に、全国共通の葬儀の基本セットを低廉かつ明瞭な金額で
ご提供し、電話1本で全国の加盟葬儀社をご紹介させていただく制度です。

①遺影に向けて一礼後、
合掌します。数珠は
左手に持ちます。

②右手の3本の指を使っ
て香をつまみ、押し
いただきます（宗派に
より異なります）。

③香炉の中に静かに落
とします。これを1～
3回繰り返します（宗
派により異なります）。

④再び合掌し、故人に
向けて一礼後、僧侶
と遺族に一礼します。

①隣の人から香炉が
回ってきたら、軽く会
釈して受け取ります。

②香炉を自分の前に置
き、遺影に向かって
一礼し、焼香します。

③合掌してから一礼し
ます。

④香炉を次の人に回し
ます。

▶▶ 焼香の手順とマナー▶▶ 焼香の手順とマナー


